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市 353,834 27,719 98,311 220,134 7,670 7.8 27.8 62.2 2.2
町村 60,735 2,187 20,056 37,655 837 3.6 33.0 62.0 1.4































市 6,796,702 33,208,954 745,481 44.6
町村 2,194,399 9,068,823 130,486 69.5




















区　分 市 町 村 合計








上水道 620,984 57,973 3,783 682,740
簡易水道 108,652 47,792 11,822 168,266
区分公営 108,652 47,792 11,415 167,859
その他 0 0 407 407
専用水道 678 79 1,984 2,741
小計 730,314 105,844 17,589 853,747
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教員数 生徒数 比率 教員数 生徒数 比率 教員数 生徒数 比率
市 2,628 38,913 14.8 1,582 21,304 13.5
町村 566 6,379 11.3 350 3,494 10.0
























実数 比例 実数 比例 実数 比例 実数 比例 実数 比例
9,026 5,185 57.4 2,150 23.8 1,363 15.1 1,230 90.2 80 0.9
出典：山梨県ホームページ－企画県民部統計調査課－学校基本調査結果速報による。
表６　2012年山梨県社会教育施設数
区　分 県立 市町村立 その他 小計
公民館 － 523 － 523
図書館 1 51 － 52
博物館 5 12 14 31
青少年教育施設 5 10 － 15

























区分 ケーブルテレビ 衛星テレビ 小計 戸数 １戸あたり
市 140,703 95,366 236,069 281,653 0.84
町村 25,783 19,567 45,350 46,068 0.98
合计 166,486 114,933 281,419 327,721 0.86
出典：山梨県統計年鑑（2010）273，20頁。
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るハイレベルに達した。しかし，このごみ処理システムの確立も長期的
な漸進過程を辿ったのである。資料によれば，山梨県のごみ処理は2000
年に既に県内すべての地域で導入されたが，一部のごみを直接地下に埋
めるという比較的遅れた手法を採用するところも残っていた。この方式
を全部廃止したのは2009年になってからである（９）。
２　都会と農村との一体化建設はシステム作業であること
　都会と農村との一体化建設は都会と農村，工業と農業，市民と農民を
全般的に統合して企画しなければならない工事であり，全面的に都会と
農村の産業発展，市場による運営システムの形成，社会事業の発展及び
生態環境の保護を促進しなければならないシステムプロジェクトであ
る。都会と農村との一体化建設はインフラ整備，経済所得，社会福祉，
図２　1990-2010年山梨県第三産業就業者構成比例変遷状況
出典：山梨県統計年鑑（2010年）第38頁より作成。
1990年
65
60
55
50
45
%
1995年 2000年
年度
2005年 2010年
1990年
80
60
40
20
0
%
1995年 2000年
年度
2005年 2010年
出典：山梨県統計年鑑（2010年）第38頁より作成。
図３　1990-2010年山梨県第三産業就業者構成比例変遷状況
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文化体育，医療衛生及び交通通信など様々の面に係わるものであり，住
民の生産様式，生活スタイル，居住方式の全般的な変化及び進歩の形で
表現される。今回の視察を通して筆者が感銘を受けたのは山梨県の都会
と農村との一体化建設の過程に現れた系統性である。
　まず，山梨県のごみ処理，とりわけ屎尿及び下水の処理を例としてみ
よう。山梨県の都会と農村との一体化建設に最も注目を浴びられるのは
ごみとりわけ屎尿処理の「一体化」方法であろう。山梨県では「一般廃
棄物」という概念を以てゴミ及び屎尿を意味し，一般廃棄物の処理を都
会と農村との一体化建設におけるサブシステムとして，能率よく作業を
展開した。2012年，山梨県庁森林環境部が公表した調査報告では2010年
の一般廃棄物の処理，利用状況及び作業員，施設と経費について全面的
な総括及び系統的説明が行われた。報告ではゴミを可燃物，不可燃物，
資源ごみ，粗大ゴミとその他の５種類に分け，それを分類して指定され
た時間内に指定された場所に出し，収集及び処理を行う。住民は要求に
基づきゴミを分類し，指定された時間通りに指定された場所へ投棄する。
一般廃棄物の処理作業員は規定に基づき，ごみ収集場へ出頭し特定種類
のごみを収集，運搬していく。これらの廃棄物は集中処理を受け，再利
用に出されたり，処分されたりするのである。作業は秩序よく整然とさ
れて行われ，系統化をなしているといわなければならない。2010年，山
梨県内で屎尿処理区域内の人口は864,389人で，屎尿の処理は100％に達
した。その内，先進的な水洗処理方式を取っている人口は790,653人で
あり，処理を受けるべき人口の91.5％を占めている。非水洗処理の人口
は73,736人で，殆どは浄化槽による集中処理を行っている。自家処理を
しているのは僅か６人に過ぎない。浄化槽は廃棄物を効果的に処分し，
汚物を浄化したのみでなく，環境を美化する機能を果している。
　次に，山梨県における都会と農村の住民に交通の近代化による恵みを
享受させる措置についてみよう。山梨県の交通施設は鉄道と道路の２種
類であり，鉄道交通は電車と呼ばれ，地面に走行する軌道交通であり，
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中央本線および２本の支線が開通され，それに私鉄を加え，県内の主要
住居地を繋がっている。電車の運行は快速と普通の区別があり，普通電
車は山梨県内の交通機関の色彩が強く，駅の間隔が近く，運行本数が多
く，車両編成が小型を主とし，運行時間が固定するなどの特徴を持ち，
県内住民の外出，通勤に非常に便利である。山梨県内の道路交通に都会
と農村との一体化が良く見られる。その中にもっとも感銘を受けたのは
高速道路における停留所の設置である。県内の高速道路の沿線に高速バ
スの乗降ができる停留所が多数設けられ，電車駅から遠く離れる住民が
外出時に居住地近くの高速バスを利用することができ，乗換をしてわざ
わざ駅まで電車を利用しに行かなくて済むのである。これは明らかに住
民に便宜を提供する措置であり，農村の住民が都会市民と同じように交
通近代化による恵みを享受することができるものであろう。
３　現代文明の現れとしての都会と農村との一体化建設
　都市は人類の経済，社会が発展した賜りものである。早くも原始社会
の末期に都市が登場してきたが，いわゆる都市化は近代に入って初めて
形成されたものであろう。都市化とは機械による大工業及び社会化の大
生産を踏まえ，夥しい新興工業都市及び商業都市の登場を中身とする歴
史的過程である。都市を人類が社会生活を営む中心としたことが人類の
進歩の印しであるとするならば，都市化及びその発展の程度は一つの国
または地域の文明の進歩を測る重要な標識といえよう。しかし，都市化
も大量の問題をもたらし，数多くの矛盾を形成してきた。人口，資源及
び機能が過度に都市に集中することにより，交通がニーズに間に合わず，
環境が悪化するなどの問題がますます深刻化となった。都市の人口が過
密し，都市規模が肥大化するのに対し，農村は過疎化し，高齢化社会と
なっていく。都市が発達して裕福になるのに対し，農村は立ち遅れ，貧
しくなっていく。都市を社会生活の中心地とする地位がますます高まる
のに対し，農村は日ごとに疏外される。このような歴史の背景の下に，
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都会と農村との一体化が近代文明を体現する新しい試みとして登場して
きた。都会と農村との一体化について学者は意見の違いがあるものの，
大いに生産力を発展していくうえに，都会と農村にそれぞれ保有してい
る優位を果たし，都会と農村との有効的な融合を実現し，都会と農村が
経済，社会，文化及び生態などの面での調和がとれた発展を図るべきだ
という面では認識の一致が見られた（10）。都会と農村との一体化の目標は
経済，社会，文化及び生態の調和的な発展を実現することであり，その
実質は都会と農村との住民にともに近代文明の恵みを享受させることで
ある。筆者が山梨県に対する考察により深い感銘を受けたのは，都会と
農村との一体化が現代文明の現れであることに尽きる。
　現代文明は平等，共同に享受することを中身としている。山梨県には
市部と郡部との区画が設けられ，ある意味では都市と農村との区別が見
られるが，決して市民と農民の区分がなく，さらに優越な市民と劣等な
農民という認知および感情の対立が存在しない。都会と農村の住民はみ
な平等に各種の経済社会的権利を享受し，居住，就職，教育，医療，娯
楽，養老などあらゆる面で平等な権利を享受している。他方，人口，技
術，資本，資源等の面でも都会と農村との融合が実現され，さらに前述
したように都会と農村における産業構造の均衡配置という理想的な状態
が実現できたのである。いうまでもなく，これも一種の平等であり，都
会と農村との地域における産業構造の平等である。都会と農村との平等
を踏まえて，山梨県の県民は明らかに近代化の恵みを平等に享受してい
るようにみえる。
　山梨県の都会と農村との一体化に関する視察の目的は中国の都会と農
村との一体化を推し進めるのに参考できる資料を提供することにある。
ただ，中国の新農村建設および都会と農村との一体化を推進する過程か
らいえば，本論文で提起した都会と農村との一体化は長期にわたるシス
テムプロジェクトであろう。中国のような大国で都会と農村との一体化
を実現していく輝かしい見通しに即して言えば，「産業構造の合理的転
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換に力を入れ，機能が揃わる新型の町の整備を踏まえ，素質が高い現代
市民の育成を根本として」その建設を推進していかなければならないと
考える。
（本文は筆者が中国山西省政府「省筹資金資助留学計画」及び山西農業大学「省筹
資金資助出国留学『単位国際合作交流項目』」の助成を受け，山梨学院大学大学院社
会科学研究科で客員研究員として留学期間中に行った研究の報告である。）
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